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	応用
	抗原情報
	背景
	触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。, 補因子：マグネシウム。, 酵素調節：Thr-524のリン酸化によって活性化される。, 機能：タンパク質キナーゼシグナル伝達カスケードの構成要素。MAP2K5およびMAP2K7をリン酸化および活性化することにより、JNKおよびERK5経路を制御する（類似性による）。カベオラのキスアンドランダイナミクスにおいて役割を果たす。, PTM：自己リン酸化。, 類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。STE Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。 MAP キナーゼ キナーゼ キナーゼ サブファミリー。,類似性: 1 つの OPR ドメインを含む。,類似性: 1 つのタンパク質キナーゼ ドメインを含む。,細胞内位置: EGF 刺激により核に移行します。,サブユニット: 多分子複合体で上流の活性化因子と下流の基質の両方に結合します。,
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	マウス肝臓のウェスタンブロット分析。一次抗体は1:1000希釈。二次抗体は1:10000希釈。

